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（昭 和 九 年 八 月 一
日 受 領 ）

高 桑 良

（岡 田 彌 一
郎 氏 紹 介冫

興

デ

肺

’ 日轆 劫 噸 肭 赫 ・ 力 鋼 （… 1・… clridae ）及 ナ ガ ・ ヂ ・ カ デFF （M ，，i，t。 c 。pb。，i．

dae）の 鞭 に つ きて 嬢 囃 誌 「
働 及 動物 ・ 蹤 げた が 冷 螺 ・・．科 矚 す る a ，、，phiius，

N 鰯 鰍 齠 丁1・・”顧 切 矚 ・融 ・ ナ シ ・ ヵ デ科 （G ・・pt・・ida・）嘱 する 吻 、。pa、 の 、

種に つ き記述 をする。

　　　　　　　（1） G ・・philusp ・… im・・　C・・L・・K・・H ツ チ ム カ デ （蒲 ）

體長は 3° mm ，　IC　tsす談 黄 乃至黄褐 頭 と撒 鵬 歩肢es・965，　 6　s・．，M 鞘 騰 旺

彬 全 絡 樣 に縮 職 をな し漆 量骨・

・兩側 暾 本鯏 毛が あ・殫 角 iCは 長刺毛あ り，

先靴 ど短 く細 く囲 瞰 つ CE る ・ 翻
榑
は 一撒 繃 離 皺 し冲 燃 止 躅 の 刺毛

を齢 上唇の 側版 は 少數喇 毛褫 生 し・その 刺 毛は鄰 鯲 て は互 睇 ど櫨 れる事

転

、

纛

講

鳶

　な く， 又根 に 近 V ・部分 よ り急に細 く，先 端及 中

　途 で 屡 辷細 く分岐す る。中央片は 小 さく，2−4 或

． は 5 齒 を有 す 。 第 1 小 顎 は ， 2 對の 短 く，細 い ，

　刺毛の 多い 觸鬚 を具 へ ，その 基節に 屬す る もの

　は特 に甚だ短 い。第 2 小顎の 爪 は長 く， 細 く，尖

　
つ て

， そ の 附近 に生 す る刺毛 を越へ て 飛び 出て

　居 る。基節は癒着 し て 中央 に 縫合線 を殘 さす ，

　Cl跏 條 を缺い て居 る．顎肢は 閉され た時 に は

　殆 ど額 の 前縁 に逹 し
， 基節 に は齒は な く，

Ghitin

條は前の 茄 沙 し切れ て 短 くなつ て 居臥 端 肢
の總 て の 鰍 齒擁 起 tliet ・，爪 嬾 剛 ・鼬 を獄 第 1 胸灘 ・ つ の 小 綴飆 群 を

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 383　　　　　　　　　　　　　　　　　；
．、　 ゴ　 ．4
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有 ず， 前方の 胸板 の 腺孔群 は菱形 をな し
， 前 も後 も明か に他 と境界せ られ ， 叉鈍 角をな して

前後 に突出す。腺孔群 の幅の 最 も節 所 で は その 胸板 の 幅の 孚分 を占 め るが ， 後方 の 體篩ほ

ど次第に縮ま ip　： 途 に約第 20胸板 に 至 り全 く淌失 す る。又前 方の 胸板 は その 前縁に 於て 1 個

の 巖 V ・凹み を有 し， そ の 凹 み の 幅 は ， 最 も大 き い 所 で は
，

そ の 胸板の 幅の ÷位を占め る．

胸板の 後縁の 中央に は 1 つ の 小 さな鈍突起が ある．而 して 上 記 の 凹み もこ の 突起 も大約第 2

乃 至第 19胸板 に存す る。 胸板 に は短小 の 刺毛を散在す る他 兩側 に 各 t2 本の 少 し長 V喇 毛 を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有する。各胸板 に 於け る前胸板部 〔Prostemit）

　 　　及後胸板部 （］IetasteTnit）の 大部分は網 目構

　 　　造 をな し，中胸板部 （Mesostelni七）は その 兩

　 　　側 に 漕ふ細 い
一帶の 綱目構造 を有す る部分を

　 　　除い て 他 に は dii　X る構造 が な い 。 背板 に は 2

　 　　列 の 短 刺毛 を有す。體前方の 歩肢 に は 少數 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　 　　長 い 岡粍 を有す る が
， 特 に そ の前腿節腿 節及

　 　　脛節の 裏面に 2 本の 長毛 が あ b ， 時と して そ

　 　　の 節 の 長 さ よ りも長V ・事が あ る。最絡 歩肢體

　 　　節 の 胸板は甚だ廣 く， そ の 横幅 と縦幅 との 比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は 3 ： 2，その 前縁 の 幅は後縁の それの 2−3倍

　　ご
1

需驫
チ

鰯 総
4

鰡緜 　砂 後鄰 齢 ・成 ・・ 居 ・勘 ・ は

　　　　　　郵 凹み et 腺孔群　　　　　　 5−7 個 の 大 きな腺孔 を有 し，胸板 に 近 く又 そ

の 裏の
一eS　tc開孔す。端肢は細 く，そ の 前腿節腿 節及脛節の 腹面 に は微毛密生 し ， 端爪が あ

る。端孔はある。

　 産地 ： 淺蟲 （青森縣）。

　　　　　（2＞ Geophilus　monoporus 　n 、　sp ． ヒ．トア ナ ツ チ ム カ デ （新樗）

甑 、8 ＿ 1 體色黄 歩糊 ・・潮 鞘 は黴 の 徑齢 賑 湘 組 飢 體毛 は 至 つ て貧

で短 澱 鰯 鮴 ， 第 捗 錨 の 後縁燵 す。顎肢は閉ぢた駘 は頭 の 講 燵 肺 顯 の

講 に齣 く，
Chr酬 鼬 缺 き端 肢酪 騨 睹 齪 購 爪 の 醐 肝 激 頸板 賦 く1

額 板は全部一様嘩 購 蹴 成 し， 上脣 と額椥 嚇 と の 間 に 3 對の 刺毛が ある・上 脣の 帙

片は小 さ く，7 個の 小齔 歹llし，
　ma片は大 き くて 刺龍 姓 す．第 ・・亅・顎 に ・ 對の 大 き嬾 鬚

が あ り濯 鬚献 ・喇 毬 密生 し， 兩基節は全 く相癒着す．第 2小顎 の 阻 簡單 で 長 く尖 P・

その 醜 姓 す る刺毛 講 一 て 抽出 し 兩基節翻 癒猷 胸餔 辮 凹 み を撒 ぬ が潮

方獗 磯 つ か 蹴 後縁の 中央 に働 へ 向 つ て 檳 起が あ る．鋤 か ら齢 第 3  肩贓 まで は
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c

　 　　 Fig．3．　ヒ トア ナ ツ チ

　 　 　 ム カ デ の 第 1 及 第 2 ノト顎

・　 ノ　　　 並 に 第 20 胸板

日　 本　産　 ム 　 カ　 デ 385

　　　　　　 （3） Nesogeo ρhitus　 kozuensis　 n ．sp ．

　體長 30mln ．，淡黄で 多少紅 味を帯び ， 頭 と顎肢 とは褐 。 歩肢 55 對 。 頭鞘は小 さ く縦横wa　1 同

脛 ， 顎肢節 の 側板 と基節板 との 境界線は頭 の 側縁 に對 して 斜 に走 つ て ゐ る。額板 は全體一一ix

に網 目構i造 をな し ， 約 10 本 の刺毛 を左右繋稱的 に 生す る。而 し て 額板一ヒの 小圓域 （Glypeal

area ）は こ れ を缺 い て ゐ る。上唇の 中央片 に は 3−5 個 の 齒 を列 し，側 片は平滑で あるが ， 只内

　　　　　　　　　　　　　　 皆 腹腺孔が あつ て
，

　　 後縁の 前に 横に 竝 ん

　　　で ゐ る
。 最絡歩肢飩

　　　の 胸板 は縦横の 徑 が

　　　略 1 相等 しく， 後方

　　　へ 幅 が狹 くな り， 後

蹴 直雛 鹹 す・

　　　基節腺は唯 1個 で 大

　　　き く， 端肢 に 爪 を有

　　　す。背板に は 2 條 の

　　　縦溝を有 す。端孔 を

　　　有す。

Fig．4．　 e ト ア ナ ツ チ ム カ デ の 　 　 　 産地 ： 銚 子 （千

　　　　 饐末腹 面

　　　　　　　　　　　　　　　葉縣1。

　　　　　　　シ マ ヂ ム カ デ （新稱）

側の 方 に 2−3 の 弱 い 小 刺 毛 を有す る もの がある。第 1小顎 に

は觸鬚 を 其 へ ざ る も，端 肢第 1 小節の 外 上 端 に 極 小 の 痕跡を

有 し，その 端は細 い 小刺毛歌をなす。第 2 小顎 の 基節 に は 中央

縫合線 を有せ す に全 く相癒着 し，爪は篇 單で あ る。大顎 は單に

櫛毛 の 1 列 を具 へ る の み。顎肢は額の 前縁 に 逹 せ す，Chitin條

は完全 に見 え ， 跡爪の 基部 に 1鈍齒 を具 へ ，爪 の 内側 は雫滑，基

箘は 無齒。頸板 は 廣 く，その 後縁は 第 1背板 の 前縁 よ b 少 し廣

い 。背板 に 2 縦溝を有す。第 9−IS 胸板 は その 前縁に 於て横の 凹

み を有 し， その 凹み は前後 に短 く，横 幅は その 胸板の 横幅の 約

，隊 ・

Fig．5． シ マ ヂ 亠 カ デ の

　 　第 1 及 第 2 小 顎

壱に 達 す る もの もあるが，後方の 胸板ほ どそれが衣第に 小 さ くな b ， 斯 くし て 第 18 胸板 で は

非常に 小 さ くなつ て しまふ． それ ら各胸釵 の 後縁の 中央 に は上 記 の 凹み に相對應す る 1 個 の

小 さな瘤起を有する。最後の 歩肢節を除 き， その 前の 各歩肢笛 に は ，そ の 胸板 に皆腹面腺孔

を開 き ， そ の 腺孔群域は大 き く， 胸板 の後牛に 存 し ， そ の 幅の 琶を占 め ， 鱧の 前方の 胸板 で
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は その 群域の 形 は横 に 長 く又 稍凸 レ ン ズ型 をな し，第 17笛邊か ら後方は 左右 1野に 分れ，群

内腺 H．の 數 は後 ほ ど次第 に減 少す る。最絡歩肢飭の 胸板は，横幅 の 廣い 梯形で ， 後方は狹 く，

　　Fig・6・ シ マ ヂ ム カ デ の 　　　　　　　 Fig．7． シ マ ヂ ム カ デ の 盟末腹 面

　 　 　　 第 13，14 胸板

分れ、前附節は爪 歌をなす。 6 の 絡肢は ？ より稍 毫大 き く， 腹面密毛 を生 じ，第 2 跣小節は

毛少 く， 爪は前の 歩肢の 爪 よ りや X 小で ある。

　産地 ： 國府津海岸砂地。

備考 ： 本種に 最 も似た もの と思 はれる 1 種と の 比較 を六 に 擧げて 見 よ う
。

後縁は直線

欺 を成 し，

約 10 個 の

基節腺孔が

胸板 に 近 v・

1 つ の 凹み

の 内に 叢 り

開 VO て 居

り， 後 方に

獨立せ る特

別の 腺孔 は

な v ・。謝節　
’

は 2 小節 に

弓」

ヱ▽．ゐackslrOi ，li A7．　 kozuensiv

盟　　色

胸板前縁 の 凹 み

腹 面 腺孔 群

上 　　脣

胸　　板

フ ク シ ン 黄

胸板 の 幅 の 殆 ど全部 に 亘 る

前方の 體節で は 中央 が 趨 れ て ゐ る

側 片 に 毛 を列生

横幅 が 縱幅 よ り甚だ大

晦隰 駄 騨
狹

横 の 凸 レ ン ズ 歌

｛
側片李滑 な れ ど も， 内側 の 方 tc　2−3
個 の 小 刺毛 の あ る もの も あ る

縱 の 方 が横よ りや や 大

　　　　　 （4） Nesogeophilus　tiosiα nus 　 n ．　sp ． チヤ ウシシ マ ヂ 厶 カデ （新稱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

　體長 20mml
， 盟色黄，歩肢對 53。頭鞘は縦徑が 樽幌 よ り少 しく長 く，額溝はな く圃 額板は

全邦 一樣に網 目構造 を成す。觸角は細 く， 第 4 歩肢節背板 の 後縁に 達 す。 上 腎 の 中央片 re　 4 齒

が あ り， 側片 は無 毛e 第 ／小顎 に觸鬚はな く， 基篩は著 しく區劃せ られ る。顎肢は 只そ の 附節

に 於て 1個 の 小齒を有 し， 爪 は細 く内側李滑 ， 閉ぢ られた時 は 丁 度額の 前縁に達す。 ehitin

）
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r
一

條は 完全 腹面腺孔 は第 1 胸板か ら最絡歩肢節 の 一
っ 補の 胸板

に 至 る ま で存在 し， 腺孔群 は長 い 横楕圓形で ，各胸板の 後牛約

毒を占 め て ゐ る が ，後部胸板で は 2 個 の 群 に 分れ て ゐ る。胸板

に は そ の 前縁に近 V・部 に あ る凹所は ない 。最絡歩肢飭の 胸板は

幅が廣 く， 梯形 をな し，基節腺は そ の 腹 面 に 於 て
， そ の 胸板 に

接す る部 分に あ る 1 つ の 凹み の 内に開 き，後方 に獨 立せ る別 の

腺孔はな v・。端孔 を缺 く。雄 の 生殖肢は長 く 2小節か ら成 つ て

居・る。

　産地 1 銚子 （千葉縣）。

　備考 ： 本動物に最 も良 く類似 して 居 る種 は N ，　la・t・i−aoUis 　Aff’r．

なれ ども 本種の 歩肢は雌雌共 53 劉 なれ ど も ．N・．・i．は 651 對 ，

♀ 55　W9ζ　fPり， 腹面腺孔群は本種 は 瓦 肩 ζ比 し て小 さく ，
］

T

．　i．

で は胸板後牛 の 殆 ど全 部 に 亘 る も， 本種 で はそん な事はない 。

5〈ee孔群 が N ．　1，の 最後 3 個 の 胸板 で は 1群 と なつ て居 るが ，本

Fig．8．　チ ヤ ウ シ シ マ

ヂ ム カ デ の 麗末 腹 面

種 で は皆 2 分 して ゐ る
， 上 脣側片は本種で は千滑で あるが ， 黒 1，で は刺毛 を列 生 し て ゐ る。

（5） Nesageophilus　littoralis　n ．　sp ， イ ソシ マ ヂム カデ （新稱）

本 種の 形態は こ れ を特記せす ， 次 の 比 較 icよつ て 明示 する こ と S する c

’

AI．1’02uensis 　 シ マ ヂ ム カ デ 蕉 i認 01・厩誌 イ ソ シ マ ヂ ム カ デ 　 t

體　　長

歩 肢 封

盟　　色

上 脣側片

體 刺 毛
噺

胸 板 前縁 の 凹 み

腹 面 腺 孔

最 終 肢

所

地

棲

産

烈）mm ．

魯 51，♀ 63

淡黄， 頭 部稱 ζ褐

　 夲 　　滑 　　　　　　　　　　　　，

　背板 ・胸 板及 歩肢 の 刺毛 は少 く又 微 小 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　第 9−18 胸板 に あ る　　　　　　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ

1｛鴛 艘轡
・ 晦 ・ ・ 2・i騰 齶 黜

第 嘛 ・ 麟

｛　　　　　 ｛
ま は ♀ よ り少 し く太 く 1 腹 面密 毛

と 同 大

海濱 の 乾 け る砂 地 の 石 の 下

國府津（紳 奈 川 縣）

　 25mm ．

　 引
”
43

　黄赤色（體内に 同 色 の 色素 を有 す ），
1

｛
　體前部 の 篩に 背面 に 縱 に 並 行せ る 2
　條 の 濃 い 赤黄色の 條 が 慂 り ，．後方 の

　畳豊節で は そ れ が ≡欠第 に 見 え な くな る

　 刺毛 數梱

　 數多 く又 長 い

　 第 8−13に あ る

8 は ♀ よ り甚 し く太 く ， 腹 面 の 徴
毛 は 大 い に 密生 し

， 爪 は 前歩該 の 爪
に 比 し頗 る小

海岸浪打 ち 際 の 石 の 下

眞鶴｛紳奈川 縣）　　　　　　　 一

●
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Fig．】0・ イ ソ シ マ ヂ ム カ デ

第 1，2，3 胸板 と最終歩肢節 の

一つ 前 の 體節胸板（上 よ り願 に ）

Fig．9・ イ ソ シ マ ヂ ム カ デ 上 脣

　　　　 （6）　　Talthツbius　tenuicolli8　n ．　sp ．

　　　　　 サ キ プ トヂ ム カ デ （新稱）

　體長 40mm ．， 體は少 し友紫色 を帶びたる 黄褐色 。

歩肢對 73・・87
。 頭鞘甚小 ， 略圓 い が縱徑 は横徑 よ勿小，

頭 に績 く 7−S 節は著 しく狹 くして 頸歌 をな し ， Pt　10

節位 よ り衣 第 に 幅廣 くな り，第 3δ一60 節 が 最 も大 き

く， 體尾 は 叉狹 ぐな る。觸角は棍株歌 をな し，末の 6

個の 節が膨大 し，
こ の 6 個 の節の 腹面 に は 微細な刺

毛が密生 し，背面の 毛 は餘 り密生せ す ， 第 9 と第 13

節に は 感覺刺 毛 2  個 計 りを附ve　，最末 の 飾は 圓錐形

を成 し，長 さが幅の 1．5 倍 あ り1 基の 方 の節 々 に は刺

毛が粗生 す る。上 唇は 至 つ て發達せ す ，
　Chitin化す る

こ と少 く，中央は午 滑で 少 し灣入 し，側方 に は三角形の 尖齒 3個 を着けて 居 る。大顎 の 齒 は

約 9個。第 1 小顎 に は 觸鬚 を訣き，第 2 ノ亅顎 の 爪 に は 密な櫛毛を有す。顎肢は 弱 く完全 な

　 　
Chitin 條をtj　L ， 短 く て 額 の 講 髓 く隔つ て位

Fig．11． サ キ プ ト ヂ A カ デ 1，觸角。
卿圖は bl　9 小 節を擴 大 し感覺刺毛 を

　 　 　 　 明 示 す。ろ 上 唇

置 し，齒 を有 せ す，爪 は干滑 。 胸板は 横幅 よ り縦

が長 く， 第 1 と最後の 4 個 と を除 き ビ ス ケ ッ ト歌叉

は横楕圓形 の 腺孔群 を有す。そ の 區域 は そ の 附近

と共 に暗紫色の 斑 點 1伏をな し，叉 少七．く高まつ て

ゐ るか ら他 の 部分 よ り著 しく區別せ られ る。背板

に 2絲 溝を缺 く。 最終胸板 は可 な り後方 へ 狹窄 し

後縁は稍 丸い 。最終歩肢 は 非常に大 き く，その 基

節 に 2 個の 大 きな腺孔 を有す るが ， それは 孚ば胸

椰 蓋は れて ゐ る．前跪 猷 なVi
） 端孔 もな臨
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　　　　　 Fig．12． サ キ ブ F ヂ ム カ デ の 第 38 體節　　 Fig．13． サ キ ブ 1・ヂ ム カ デ

　　　　　　　　　胸板 とそ の 體側 を示 す　　　　　　　　　の 體末 腹 面

　毒地 ： 東京・鹿兒島・志布志債 島。

備考 ： 本動物に 甚だ近 似する と思はれ る もの 2 種 が あ り， これ らと本種 と を比 較 すれば

主 なる 點 は女の 通 りで ある。

T．microceph αltt・s T ．縦 1α’己08  7脇 T ．t臼 mdeetlfs

歩 肢對

第 2小 顎

胸板腺孔群

最終胸板

　 67−79　　　　　　　　　　　　　　　　　　10ユ

｛禦
卿 央 齢 齣 麟 ．

・ ・

慨
と緲 の 2獗 と に

同 左

｛　盃箜書羅
邊 形・ 廣 く・後a

　　不等邊 四 邊形

（7）　σり「ptOPS 　jopOnicus　 n ．sp ，

73−8了

な　 　 　し

第 1 と終 ワの 4 胸板 に な い

｛
後方へ可 な り狹 くな つ て ，

後椽 は 少 し丸 い　 ’

ニ ホ ン メ ナ シ ム カ デ （新稱）

　體長 25mm ．位 ， 體色黄褐 ， 體面 に 稍長い 刺毛 を粗 生す。歩 肢 21 對 。 頭鞘は縦横の 幅略等

し く， 表 面細縦溝 を有せ す。眼 はなV・

。 上面 よ り顎 肢の 兩外側 を僅か に 見 る事を得。觸角は

鞭瓶 をな し ，
17 個 の 小節 よ り成 り， 粗毛 を生すれ ど も， 第 3 小節の 端か ら第 4 小節以 下粗毛

の他 に密 毛 を生ず る。額板 は網 目購造 を成 さす，上 脣 に近 くそれ に 並 行 して 數本 ， 叉 その 中

央か ら頭萠縁の 中央 に 至 る聞に數對の 刺毛 を生すe 上 唇中央に 王齒。顎 肢の 端肢 を左右 閉鎮

して 頭 の 前縁 に 達 せ ぬ 。顎肢基節の 前縁は直線 に近 く， 左右 に 2 又 は 4 或 は それ場上 の 刺毛

を生 じ齒 はな い
。 顎肢内の 毒腺は 2 間節を越へ て 遙 に 後方，前腿箚の 前部 に 位 置 すQ 第 1背

板 （頸板）は廣 くて 大 き く， そ の 前縁は騨 肖の 後縁 を蓋ふ ． 第 1背板 ＋c 縦溝は な く， 第 2 背板

に もな く， 第 3 背板 に稍その 痕 を認 め ， eg　4背板以下 に
， 中央 に 一つ の 縦 隆起線が あ り， 最繆

背板 に それ らが な く， 中央 に縱 の 凹みが 1 條ある。胸板 に十字形 を成す絲溝 が あ り， そ の 縦の
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溝は横の 溝 よ り明瞭で長い けれ ど も，胸板の 前縁 に は達 せ ぬ 。左右歩肢 の 前基節 （Procoxa ）の

聞を横 に 亘 り，胸板、ヒに後方 に彎曲せ る横 條 を有 し，
こ れ は第 ユS−19 胸板ま で は明瞭で 、それ

以 下 は不 明瞭で ある。最経胸板は後方 へ 斜 に 少 しく狹 くな り後縁は 弓歌 に 少 し く張 り出す。 そ

の 基側板 の 後縁は後方 へ 丸 く張 り出 し， 突起 を有たぬ ．基節腺は 40 位 あ り，開孔 區域は後縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に逹せ す して
， 後部約

．1 に は腺孔がな い 。最経

　　 　　 胸板の 裏 に も腺孔が 分布 し て 居 る。基側板の 表

　　 　　 面，後縁及腺孔画域 に 多 くの刺 甚を生 歩。雄 の 第

　　 　　 20 歩肢 の 前腿節，腿笛 及脛蔀 の裏 面は微細の 毛

　　 　　が寝靠 して ゐ る。第 1−19歩肢 の 踊節は唯 1節で

　　 　　第 20 と 21 で は 2 小節 に分裂 して ゐ る。最絡歩

　　 　　肢 の 背面 に 縦溝はな く ， 前腿節の 背腹雨面 va太

　　 　　 い 刺毛を蓋 ひ ， 刺 毛の なV・匿域は な い 。腿節の

　　 　　端 に 鋸齒 を有 す る こ と もある が 多 くはなVb。脛

　　 　　節 に も端齒が な い
。 脛節 に 6−7

， 第 1鮒節に 3−5

　　 　　の 鋸齒 を有 する。

　　 　　　産地 1 九州小倉 。

　　 　　　本 動 物 に 最 も近似 する と 思 はれる 種 は C’．

　　 　　doriae　Poc ．で ，それ と本種と を比 較すれば ，
　C．　fl．

　　 　　は最絡歩肢節基節腺數が約 25 なる も， 本種は 40

　　 　　に逹 L ， 叉 こ の 腺孔の な い 區域 は C．‘d ．で は基側

　　　 Fi9．14． ニ ホ ン メ ナ シ ム カ デ の 　　　 板 の 寺で あ る も， 本種で は
一i に 過 ぎす。　y−　ad ．

　 　 　 　 　 　 體 の 後端 の 背面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で は 「最絡歩肢 前腿節の 背面 は殆 ど無毛 で

， 腹

面 に 一面 に 毛 を密生 して ゐ る」 が，本種で は全面一樣 に長刺毛を蓋ふ て居 る。以上 の 諸點が

著 しい 區別 で あ り， 尚個體數少 く確實の 事 は述べ 難 い が ， 最経歩肢脛節の 鋸齒數が C〜　ti．で

は 7−S なれ ど も7 本種は 6−7
， 第 1 鮒篩 の 鋸齒は O．　d．で は 4−51 本種 で は 3−5 で あ り， 叉

顎肢節基節前縁の 刺 毛 も前者は 4十4 とあ るが ， 本種で は 單に 數本 とす べ きで あ る 。

　備考 1 本種 は昭和 8 年 8 月九州小倉 に 於て 僅かに 5 個 を得 （内 94 ， 61 ）た る もの なれ

ど ， 多 くは不 完全 なるを憾み とす。九州 に は 宮崎縣青島の 紳苑 に 於て 本馬の もの 2
，
　3 を得た

る も不完全 で 檢定 す る を得す，然 し恐 ら く別種で ある らしい 。予 は尚朝鮮 と滿洲 とよ b得 た

る 2 個 を有 する もこ れ亦不完全 で ある。本屬動物 は死後最繆歩肢 を痙攣的 に 屈曲す る 故注意

して 見れば直ちに それと分るが，一寸見た所 で は小 さな ア カ ム カ デ と間違ひ 易 く， 折角 の 珍

品を打 ち捨 て S 顧み ぬ恐 れが ある
．

と に か （今 日まで 我 國 に CrvptOl），の 産する事は報告は き

れ て居 らぬ や うで あ り， 或は第一の 發見 に て もや あ らうと思ひ見出の 如 く命名 した。

引

，
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